
　在宅療養時には、介護が必要になったり、ベッドや車いすなどの福祉用具
が必要になることがあります。病気や加齢などで介護を必要とする状態となっ
ても、できる限り自立した日常生活を過ごしていただけるよう必要なサービス
を提供する制度です。

■ 対　象
　65歳以上の方：介護が必要となった理由を問わず給付対象
　40歳～65歳未満の方：16の特定疾病に該当し、介護を必要とする場合
　※40歳以上のがんの治療中の方で、介護を必要とする場合には、介護保険
　　を利用できる場合があります。

■ 利用料
　ケアプランに基づいて介護（介護予防）サービスを利用した場合、原則と
してサービス費用の１割～３割が利用者負担となります。

■ 相談窓口
　利用を希望される場合は、申請・認定の手続きが必要です。市町村の介
護保険担当課や地域包括支援センター、病院の地域医療連携室、がん相談
支援センターの相談員へご相談ください。

　県内の地域包括支援センターは、以下のホームページに掲載しています。

大分県高齢者福祉課  
　地域包括支援センター

こちらも

CHECK

●●●●  在宅療養を支えるサービス ●●●●

自宅での療養生活

A：在宅療養を支えるサービスがあります

Q．自宅で療養生活を送りたいです。

　最近では、訪問診療や訪問看護などの医療サービスや介護保険のサー
ビスを利用して、在宅で療養をされる方も増えています。
　在宅療養を希望される場合は、治療を受けている病院の医療スタッフ
やがん相談支援センターの相談員、ケアマネジャー（介護支援専門員）
に相談してみましょう。
　がん相談支援センターでは、どんな過ごし方を望むのかを一緒に考え
ることもできます。
　これからの過ごし方、生活について悩むとき、まずはがん相談支援セ
ンターへの相談をおすすめします。

通いや泊まりのサービス
お風呂やリハビリ、見守りのため、
日帰りで利用できる施設がありま
す。泊まることのできる介護施設
（ショートステイ等）もあります。

訪問のサービス

往診・訪問看護

理学療法士など

ケア
マネジャー

薬局

ホーム
ヘルパー

体調に応じて、自宅に医師・
看護師・ヘルパーなどが訪
問します。

がん相談支援センター
生活環境を整えるために、ご希
望を伺って、必要な機関に橋
渡しします。 リハビリを行います

PHARMACY

７
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国立がん研究センター
中央病院アピアランス支援センター  
患者さんへのお役立ち情報

資生堂
外見ケアブック

国立がん研究センター
男性向けアピアランスケア
ガイドブック

こちらも

CHECK

A：外見変化を支える「アピアランスケア」という方法が
　　あります

Q．治療による外見の変化（脱毛、皮膚の黒ずみ等）が気に
　 なります。

　治療の副作用で、髪や爪、肌に影響が出たとき、体の痛み
よりも大きな苦痛を感じたり、社会参加に影響することがあ
ります。「外見のことなんて」と我慢しないで、対処方法につ
いて相談してみましょう。例えば、がん相談支援センターでは、
日常のセルフケアのコツ、ウィッグの選び方、地域の美容室
のことなど様々な情報をお伝えすることができます。治療の
ことと同じように、アピアランスケアについてもがん相談支援
センターにご相談ください。

　がん治療の副作用による肌色の変化やまゆ毛の脱毛のカムフラー
ジュ方法等が紹介されている冊子やサイトがあります。
　身近に手に入るものでケアできることも多いので、「医療用」にこだ
わらず、自分が心地よく過ごせる方法を取り入れましょう。

自分らしく毎日を過ごしたい８

　上記は一例です。
　ほかにも、宿泊するサービス（ショートステイ）や
施設系サービス（特別養護老人ホーム等）、居宅療養
管理指導、住宅改修費支給などがあります。
　まずは、お住まいの市町村や地域包括支援センター
にお問い合わせください。

訪問介護員（ホームヘルパー）が、入浴、排せつ、食事
などの介護や調理、洗濯、掃除等の家事を行うサー
ビスです。

自宅で療養生活が送れるよう、看護師等が清潔ケア
や排せつケアなどの日常生活の援助や、医師の指
示のもと必要な医療の提供を行うサービスです。

日常生活や介護に役立つ福祉用具（車いす、ベッド
など）のレンタルができるサービスです。

訪問介護

訪問看護
自宅で
利用する
サービス

福祉用具貸与

食事や入浴などの支援や、心身の機能を維持・向上
するための機能訓練、口腔機能向上サービスなどを
日帰りで提供します。

施設や病院などにおいて、日常生活の自立を助ける
ために理学療法士、作業療法士、言語聴覚士などが
リハビリテーションを行い、利用者の心身機能の維
持回復を図るサービスです。

通所介護
（デイサービス）

通所
リハビリ
テーション
（デイケア）

日帰りで
施設等を
利用する
サービス

出典：厚生労働省「介護保険制度について（40歳になられた方へ）」
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